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論 文 要 旨       

 

 

所属ゼミ   河野 研究会 氏名 李 洋希 

（論文題名） 

 

一見順調に見える企業の潜在リスク 

―Ｇ社の今後の成長へむけての示唆― 

 

（内容の要旨） 

 

株式会社現代工業（※以後 G 社と記載）は鉄、ステンレス、非鉄金属、特殊金属などの薄板を加

工し、建築部品や陳列・装飾部品を製造する会社である。1991 年に実父である森田宗弘（李憲喆）

が会社を創設し、小規模な設備から事業を始め、徐々に取引先数を拡大して売上を成長させた。2001

年には実母である大橋玲子が社長となって G 社を法人化し、設備投資を行い、当時最新鋭のレーザ

設備を導入し、既存取引先からの需要拡大と新規顧客の獲得を実現した。その結果、仕事量の増加

に伴って社員数も増員することが可能になった。 

しかし、2007 年のリーマンショック後、世界全体の景気悪化は大阪にももれなく悪影響を与え、

G 社の主な事業分野である建設関連の受注が半減し、翌年 2008 年には G 社は初の赤字決算となっ

た。2009 年頃には受注減のあおりを受けて廃業を余儀なくされた取引先も現れ、社内に不安が拡が

る時期もあった。そのような外部環境下で G 社が持ち直すことができたのは、先行導入した設備に

よって可能になった加工品需要の増大による売上増加であった。つまり、建設関連品だけではなく、

新セグメントの顧客獲得ができたことが大きな一因である。突然に業界全体を飲み込むような大き

な外部環境変化のリスクに対して、先見的な設備の先行導入によって乗り越えることができた。 

G 社が 2009 年に経験した経営悪化は、今後いつまた来てもおかしくはないと私は考えている。

その時に私は同社社員として、あるいは経営者として、どのようにそのリスクに備えるべきだろう

か。建設関連製品に依存しすぎていたため生じたリスクを、最新設備によって事前に対処した現社

長のリスクマネジメントのプロセス、現場で機械設備を使う職人の技術力、取引先の思い通りの図

面を作成する CAD チームの存在。いま G 社にある経営資源（ヒト、モノ、カネ、情報）を十分に

理解し、活用することで、そのリスクに備えることが可能だと考えている。 

私は、商人の町大阪に小さな工場を興した父の意思を継ぎ、経営者となった母を支えるべく、で

きる限りの知識と経験を持ち帰り G 社に貢献したいという思いを強く持っている。 

本研究は、G 社で行ったフィールドワーク、社長や社員・取引先へのヒアリング情報を基に、社

内の現状分析を進め、G 社が直面している課題を洗い出し、顕在リスクの背後にあるまだ見えてい

ないリスク、すなわち潜在リスクを発見すること目的とする。さらに今後の G 社の展望を見据え、

潜在リスクへの対処方法を具体的に提言し、そうしたリスクへの対応を視野に入れた経営理念のあ

り方について考察している。 

 


